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　７月下旬から町内で影響が出始めた養殖ブリの赤潮
被害。８月にはブリの養殖場のある全海域に赤潮が広
がり、過去に例がないほどの甚大な被害をもたらしま
した。



　

八
代
海
で
発
生
し
た
赤
潮
が
、

本
町
海
域
に
あ
る
養
殖
ブ
リ
の
生

簀
を
直
撃
し
、
深
刻
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
８
月
19
日
、
八
代

海
で
発
生
し
た
シ
ャ
ト
ネ
ラ
・
ア

ン
テ
ィ
ー
カ
に
よ
る
赤
潮
で
、
本

町
の
養
殖
ブ
リ
の
被
害
額
が
20
億

３
２
０
０
万
円
に
な
っ
た
と
発

表
。
へ
い
死
し
た
ブ
リ
の
数
も
１

２
１
万
４
０
０
０
尾
に
上
り
、
県

水
産
振
興
課
に
よ
る
と
、
県
内
で

の
赤
潮
被
害
と
し
て
は
過
去
最
悪

に
な
り
ま
し
た
。

　

漁
協
別
で
は
、
東
町
漁
協
管
内

で
20
億
１
０
０
万
円
、
北
さ
つ
ま

漁
協
管
内
で
３
１
０
０
万
円
の
被

害
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
町
で
の
赤
潮
被
害

は
、
幣
串
や
脇
崎
な
ど
特
定
の
地

域
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
獅
子
島
、
川

床
、
鷹
巣
、
諸
浦
、
浦
底
、
平
尾

と
町
内
で
ブ
リ
養
殖
が
営
ま
れ
て

い
る
す
べ
て
の
地
域
を
巻
き
込
み

ま
し
た
。

赤潮被害に対する経過と対応
７月 28 日　八代海赤潮警報発令
　 　29 日　赤潮被害発生（脇崎、宮ノ浦など）
８月   ３日　赤潮被害が拡大（御所ノ浦、茅屋など）
　　　   　　死魚の埋設処理に対する準備
　　　   　　鹿児島県赤潮対策本部設置
　   　４日　長島町赤潮対策室を設置し協議
　　   　　　町長が現地視察（御所ノ浦～茅屋）
　　   ５日　赤潮被害が拡大（葛輪、本浦など）
　　   　　　各地で粘土、塩などを散布
　　   　　　死魚の埋設処理を開始
　　　   　　長島町赤潮対策室の協議（第２回）
　　   ６日　赤潮被害が拡大
　　   　　　死魚の埋設処理 12 カ所
　　　   　　県林務水産部長現地視察
　　   ７日　町全域で死魚の回収
　　   　　　県副知事、林務水産部次長現地視察
　　   　　　水産庁現地視察
　　   　　　中村眞県議現地視察
　　　   　　茅屋はへい死数がやや減少
　   　９日　死魚の埋設処理がほぼ終了
　 　10 日　役場課長会（各課支援策について協議）
　　   　　　町長が県へ陳情
　　   　　　（副知事、環境衛生部、林務水産部、市町村課）
　　 11 日　長島町赤潮対策室の協議（第３回）
　　   　　　町が雇用対策について県へ陳情（雇用労政課）
　 　12 日　長島町赤潮対策室の協議（第４回）
　   　　　　町が赤潮被害額を算定し、県へ報告
　 　13 日　八代海赤潮警報解除
　   　　　　町から県へ要望書を提出
　　 18 日　町が県雇用労政課と緊急雇用対策について協議
　　 19 日　長島町赤潮対策室の協議（第５回）
　　 21 日　町議会全員協議会（状況、支援策などの説明）
　　   　　　県議団現地視察
　　 24 日　町長らが国へ陳情
　　 26 日　県林務水産課、水産振興課による県支援策の説明会

↑総務省大石利雄官房長へ特別交付税の要望 ↑農林水産省（水産庁）との協議

シャトネラ・アンティーカ　
　今回、八代海で大量発生したプランクト
ン。塩分濃度が低いときに増殖します。

（鹿児島県水産技術開発センター提供）　  

過去最悪 20 億円の被害

赤潮による養殖ブリへい死

赤
潮
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
養
殖
魚

が
死
ん
だ
り
す
る
の
？

　
一
般
に
魚
は
鰓え
ら

か
ら
海
水
中
に
と

け
込
ん
だ
酸
素
を
取
り
込
み
呼
吸
を

し
て
い
ま
す
が
、
赤
潮
状
態
の
よ
う

に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
高
密
度
に
存
在

す
る
と
、
あ
る
種
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
持
つ
有
害
成
分
に
よ
っ
て
鰓
の
組

織
が
傷
つ
き
、
そ
の
結
果
、
酸
素
を

取
り
込
め
な
く
な
り
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
潮
は
普
通
、
海
面
付
近
で
起
こ

る
た
め
、
天
然
の
魚
は
深
く
潜
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
そ
れ
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
網
で
仕
切
ら
れ
た

養
殖
魚
の
場
合
、
そ
の
多
く
が
死
ん

で
し
ま
う
の
で
す
。

　
（
鹿
児
島
県
赤
潮
図
鑑
か
ら
引
用
）
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◎問い合わせ先　役場水産商工課　℡（86）1111　内線 1362

被
害
状
況
と
そ
の
対
応

↑すべての生簀に浮い
てしまっている死魚

↑県副知事（中央）が現地を視察し漁業者と面談

←生簀一面に浮いた死魚をす
くい上げる漁業者たち

→陸揚げされた死魚を積み込み埋設処理を待つトラックの列

→船からトラックへ陸揚げされる死魚

↓巨大な穴に次々と埋設される死魚

↓町建友会会員らが埋設処理などに協力

↓大きいブリからへい死してしまうため、３年も
ののブリを緊急出荷する漁業者たち

対象者　今回の赤潮被害を受けれらた漁業者および従業員

支援内容
①緊急雇用の募集
　道路維持管理作業（草払い、樹木の伐採など）、不法投棄ごみの回収作業、海岸・漁港・
　港湾の清掃作業、花の苗の植栽作業ほか

②町税の減免等
　町民税・国民健康保険税の減免、徴収の猶予、延滞金の免除

③保育料の減免
　保育所、幼稚園の保育料の減免

④就学援助支援
　児童・生徒への就学援助（学用品、給食費補助、奨学金など）

⑤その他
　個別に相談を受けます。

赤
潮
被
害
者
に
対
す
る
緊
急
支
援

　

７
月
28
日
に
八
代
海
赤
潮
警
報

が
発
令
さ
れ
、
漁
業
者
た
ち
は
早

期
か
ら
餌
止
め
や
粘
土
、
塩
な
ど

を
ま
く
な
ど
最
大
限
の
対
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
赤
潮

の
拡
大
は
止
ま
ら
ず
、
た
く
さ
ん

の
養
殖
ブ
リ
が
へ
い
死
し
ま
し

た
。こ
の
死
魚
を
処
分
す
る
た
め
、

漁
業
者
は
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

死
魚
の
陸
揚
げ
や
埋
設
作
業
に

は
、
地
域
住
民
や
土
建
業
者
ら
も

協
力
。
町
民
一
丸
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
ま
し
た
。

赤
潮
拡
大
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
粘
土
や
塩
を
溶
か
し
、

散
布
す
る
漁
業
者
ら
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Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
鹿
児
島
県
大

会
の
カ
ヌ
ー
競
技
が
８
月
９
日
、

さ
つ
ま
町
神
子
橋
下
流
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
艇
庫
で
あ
り
ま
し
た
。

　

第
30
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
に

は
、
県
内
か
ら
37
人
が
出
場
。
本

町
か
ら
は
小
学
生
８
人
、
中
学
生

４
人
の
計
12
人
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
小
学
生
男
子
の
部

で
１
位
か
ら
３
位
を
独
占
し
た
ほ

か
、
初
参
加
の
伊
唐
小
学
校
か
ら

4
年
生
女
子
2
人
が
出
場
し
、
上

級
生
を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
で
1

位
、
2
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
島
中
３
年
の
関
裕

也
君
は
、
平
成
17
年
度
26
回
大
会

か
ら
５
年
連
続
優
勝
と
い
う
大
会

史
上
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　

日
ご
ろ
は
海
で
練
習
し
て
い
る

た
め
、
な
れ
な
い
川
で
の
開
催
に

カヌー競技
小学生男子の部

1 位　蔵之元小 6 年　築地　瑠偉　　　45 秒 68
2 位　城川内小 6 年　竹之内大輝　　　48 秒 05
3 位　伊唐小 6 年　　鴨川総一朗　　　50 秒 35
5 位　蔵之元小 6 年　長嵜　慎介　　　51 秒 93
7 位　伊唐小 5 年　　楠元　雄大　　　53 秒 96
9 位　伊唐小 5 年　　堂崎慶次郎　　　55 秒 82

　小学生女子の部
1 位　伊唐小 4 年　　中村　優里　　　59 秒 70
2 位　伊唐小 4 年　　杉山　莉子　1 分 00 秒 66

　中学生男子の部
1 位　長島中 3 年　　関　　裕也　　　41 秒 86
3 位　長島中 1 年　　岩崎　貴浩　　　47 秒 06
5 位　長島中 2 年　　長嵜　功晟　　　47 秒 58
6 位　長島中 1 年　　大堂　盛満　　　49 秒 23

地
元
選
手
の
活
躍
光
る

加
え
、
レ
ー
ス
途
中
か
ら
雨
が
強

く
降
る
な
か
で
の
競
技
に
、
全
員

健
闘
し
、
出
場
し
た
部
門
す
べ
て

で
本
町
の
選
手
が
優
勝
を
獲
得
す

る
と
と
も
に
上
位
の
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Ｂ＆Ｇスポーツ鹿児島県大会

↓大会に出場した選手たち

競技風景

　

本
町
の
伝
統
行
事
で
あ
る
御
八

日
踊
り
が
８
月
８
日
、
町
内
の
神

社
や
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
各
神
社
で
神
事
が
執

り
行
わ
れ
た
後
、
各
地
区
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
鉦
踊
り
や
棒
踊
り
、

種
子
島
踊
り
、
か
さ
踊
り
な
ど
多

彩
な
舞
が
披
露
さ
れ
、
鉦
や
太
鼓

の
音
が
、
町
内
一
円
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

川
床
の
若
宮
神
社
で
は
、
各
地

区
の
踊
り
子
た
ち
が
代
わ
る
代
わ

る
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
勇
壮

な
舞
を
披
露
。
観
覧
に
訪
れ
た
地

区
民
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
内
全
域
に
被
害
を

も
た
ら
し
た
赤
潮
の
影
響
で
、
奉

納
を
と
り
や
め
る
集
落
が
あ
り
、

例
年
よ
り
若
干
寂
し
い
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

↑鷹巣鉦踊り保存会

↑脇崎公民館

→蔵之元郷土芸能伝承部会

↓城川内郷土芸能保存会

鉦や太鼓の音が響き渡る

ながしま 6広報Town_Nagashima  Public  Relations7



小﨑さんが開会宣言

夢みるこどもキャンペーン

　

関
東
な
が
し
ま
会
で
は
、
第
３

回
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
関
東
地
区
在
住
の

長
島
町
に
縁
の
あ
る
か
た
が
た
の

会
で
す
。
当
日
は
、
長
島
町
か
ら

も
来
賓
を
招
い
て
、
島
美
人
を
飲

み
な
が
ら
故
郷
の
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
＝
11
月
23
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

○
場
所

　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

長
島
町
成
人
式
の
ご
案
内

　

平
成
22
年
長
島
町
成
人
式
を
開

催
し
ま
す
。

○
期
日

　

平
成
22
年
１
月
４
日

　

午
後
１
時
～
２
時
半

○
場
所
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
生
年
月
日

　

平
成
元
年
４
月
2
日
～

　

平
成
２
年
４
月
1
日

○
会
費
＝
１
０
０
０
円

　
　

町
か
ら
記
念
写
真
、
記
念
品

　

の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状
＝
11
月
中
旬
発
送

　

成
人
式
に
は
、
新
成
人
で
現
に

長
島
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る

か
た
お
よ
び
町
外
居
住
で
あ
っ
て

も
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
家

族
が
現
に
長
島
町
に
居
住
し
て
い

る
か
た
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
か
た
は
主
催
者
で

は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
外

の
か
た
で
案
内
し
て
ほ
し
い
か

た
、
当
然
案
内
さ
れ
る
は
ず
な
の

に
案
内
状
が
届
か
な
い
か
た
は
、

社
会
教
育
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３

長
島
町
奨
学
生
の
募
集

　

長
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

21
年
度
２
回
目
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類

◇
高
等
学
校

　

採
用
人
数
若
干
名

　

貸
与
月
額
２
万
円

◇
大
学
等

　

採
用
人
数
若
干
名

　

貸
与
月
額
４
万
円

○
応
募
資
格

　
　

長
島
町
に
保
護
者
が
居
住
し
、

　

現
在
、
高
等
学
校
・
大
学
等
に
在

　

学
中
の
人

※
奨
学
資
金
は
、
他
の
制
度
と
二
重

　

に
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
書
類

・
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書

・
奨
学
生
推
薦
調
書

・
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書
（
平
成
20
年
度
分
）

☆
申
請
書
は
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.nagashim
a.lg.jp

○
提
出
期
限

平
成
21
年
10
月
９
日
（
金
）

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
２
１

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
と
福

祉
に
も
役
立
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

続
け
て
い
る
「
夢
み
る
こ
ど
も
基

金
」
の
第
15
回
イ
ベ
ン
ト
が
８
月

１
日
、
２
日
の
２
日
間
、
福
岡
市

と
佐
賀
県
唐
津
市
で
開
か
れ
、
本

町
か
ら
平
尾
小
６
年
の
小
﨑
朋
佳

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

夢
み
る
こ
ど
も
基
金
は
毎
年
、

全
国
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

「
わ
た
し
の
か
な
え
た
い
夢
」
の

作
文
・
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
て
審

査
を
行
い
、
そ
の
上
位
入
賞
者
を

春
の
「
こ
ど
も
会
議
」
に
招
い
て
、

夏
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
全
国
か
ら
４
０
３
０
人

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
16
人
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
本
町
内
の
小
・
中
学

校
か
ら
も
約
３
０
０
人
が
応
募

し
、
小
﨑
さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
の
部

の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
初
日
に
福

岡
市
天
神
地
区
で
地
元
の
高
校
生

た
ち
と
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
唐
津
市
の
国
の
特

別
名
勝
・
虹
ノ
松
原
で
松
葉
か
き

の
清
掃
作
業
を
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
「
松
林

の
中
で
環
境
音
楽
祭
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
小
﨑
さ
ん
が
開
会
宣
言

を
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
、
基

金
の
子
ど
も
た
ち
の
「
森
は
生
き

て
い
る
」
の
歌
や
地
元
の
小
学
生

の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、「
唐
津
く
ん

ち
」
の
は
や
し
と
続
き
、
基
金
理

事
で
あ
る
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ

ん
が
「
ひ
な
げ
し
の
花
」
な
ど
４

曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
最
後
に
子

ど
も
全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
「
私
た
ち
は
祖
先
か
ら
引
き
継

い
だ
、
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を

守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
子
ど
も
宣

言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

長
島
地
区
ホ
テ
ル
旅

館
組
合
で
は
、
地
元
で

と
れ
た
伊
勢
え
び
を

使
っ
た
料
理
で
も
て
な

す
「
伊
勢
え
び
祭
り
」

を
９
月
１
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
町
外
の
か
た

が
た
も
、
ぜ
ひ
長
島
の

伊
勢
え
び
料
理
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

料
理
の
内
容
や
料

金
、
伊
勢
え
び
の
大
き

さ
な
ど
は
、予
約
の
際
、

参
加
店
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

参　加　店　名 電話番号

レジャーランド太陽の里 （86）1261

癒しの宿　サンセット長島 （88）5300

えびす屋 （88）5252

海鮮料理の宿　穂 （88）6310

竹屋 （86）2222

うろこ亭 （87）0118

大橋食堂 （87）1010

みなと屋 （88）6404

夕暮荘 （88）5823

小浜荘 （88）5669

なぎさ （88）5700

長島の伊勢えびご賞味あれ

　

℡
０
３
（
３
２
６
１
）
９
９
２
１

　

千
代
田
区
九
段
北
４
‐
２
‐
25

　
（
地
下
鉄
有
楽
町
線
・
南
北
線
・

　

新
宿
線
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
市
ヶ

　

谷
駅
か
ら
徒
歩
２
分
）

○
会
費

　

男
性　

１
０
０
０
０
円

　

女
性　
　

８
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

事
務
局　

平
崎
（
鷹
巣
出
身
）

　

℡
０
９
０
（
３
４
０
９
）
７
６
４
９

　

メ
ー
ルhirohira@

fine.ocn.ne.jp

第
３
回
総
会
を
開
催
し
ま
す

↓
イ
ベ
ン
ト
の
幕
開
け
を
宣
言
す
る
小
﨑
さ
ん

関東ながしま会
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町
長
動
静
　
８
月

3
日　

出
水
地
区
教
育
振
興
会
理
事
会
（
出
水
市
）

４
日　

赤
潮
被
害
現
地
視
察
（
町
内
）

　
　
　

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

５
日　

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会
（
薩
摩
川
内
市
）

　
　
　

鹿
児
島
県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

６
日　

市
町
村
長
防
災
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

７
日　

離
島
行
政
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

離
島
振
興
協
議
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

10
日　

長
島
物
産
館
起
工
式
（
火
ノ
浦
）

11
日　

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会
（
町
内
）

　
　
　

県
民
体
育
大
会
出
水
地
区
役
員
選
手
団
結
団
式
・
激
励
会

（
出
水
市
）

13
日　

カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断
大
会
（
蔵
之
元
）

19
日　

九
州
地
方
整
備
局
要
望
（
福
岡
市
）

20
日　

東
町
漁
業
協
同
組
合
水
産
の
日
（
薄
井
漁
港
）

　
　
　

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
設
置
者
セ
ミ
ナ
ー
（
鹿
児
島
市
）

21
日　

浦
底
水
源
地
安
全
祈
願
祭
（
浦
底
）

23
‐
24
日　

赤
潮
被
害
対
策
陳
情
（
東
京
都
）

26
日　

九
州
公
民
館
連
合
会
会
長
会
（
大
分
県
）

町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立鷹巣図書館 / 電話 0996(86)1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996(88)6500

真
昼
間
の
火よ

な
山
灰
し
ん
し
ん
と
冷
素
麺　
　

淵
脇　
　

護

蟻
の
道
昨
夜
の
雨
の
ほ
め
き
か
な　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

夏
薊
あ
ざ
み

灯
台
見
え
て
海
見
え
ず　
　
　
　
　

 

山
嵜
加
代
子

さ
び
し
さ
の
金
魚
で
ん
ぐ
り
返
る
か
な　
　

迫
口　

君
代

蟻
ん
こ
の
列
尾つ

け行
て
い
る
三
才
児　
　
　
　

筑
前　

初
市

屋
台
に
て
飲
む
焼
酎
や
里
ご
こ
ろ　
　
　
　

関　

佳
代
美

手
土
産
は
島
焼
酎
の
限
定
版　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

桜
島
の
煙
に
翳か
げ

る
街
隔
つ
夫
の
病
舎
の
空
青
く
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
り
て
蝶
の
白
き
翅は

ね

風
に
揺
れ
れ
ば
は
か

な
く
も
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

こ
の
年
の
幾
度
か
水
の
涸か

れ
し
田
に
細
き
鎌
も
ち
稗
を
抜

き
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

い
づ
こ
と
も
知
ら
ぬ
憧
れ
の
上
高
地
想
ひ
描
き
て
和
紙
を

ち
ぎ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
ノ
下
典
子

二
十
余
年
暮
ら
せ
し
岐
阜
の
球
児
ら
に
拍
手
を
お
く
る

七な
な
そ
じ

十
路
の
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

わ
が
受
く
る
点
滴
を
見
つ
つ
い
つ
し
か
に
ま
ど
ろ
み
て
ゐ

る
午
前
二
時
す
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

潔
く
征ゆ

き
し
に
あ
ら
じ
若
き
等
よ
無
垢
の
ま
ま
な
る
霊
魂

か
え
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

父
母
に
育
て
ら
れ
来
し
檜ひ

す
ぎ杉
ら
が
柱
と
な
り
て
我
が
家
の

建
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
珊
瑚
崩
壊
せ
り
と
い
ふ
こ
の
夏
庭
の
菜
も
枯

れ
果
て
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

誘
は
れ
て
孫
と
連
れ
立
ち
一
日
を
コ
ス
モ
ス
の
花
に
溺
れ

ゐ
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

や
う
や
く
に
波
の
静
ま
る
小
浜
潟
孫
ら
遊
び
て
去
り
が
た

く
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

仕
事
か
ら
逃
げ
来
し
旅
の
湯
の
宿
に
今
宵
客
と
し
坐
っ
て

い
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

外
人
が
強
く
て
面
白
く
な
い
相
撲
テ
レ
ビ
ひ
と
り
で
見
て

い
る
日
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

昔
な
ら
贅
沢
な
り
し
卵
か
け
ご
は
ん
に
し
よ
う
独
り
の
昼

餉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

あ
り
の
ま
ま
た
だ
あ
り
の
ま
ま
生
き
て
来
て
古
り
し
頭
に

歌
歌
紡
ぎ
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

公
園
の
遊
具
の
錆
に
来
し
雀
ひ
と
の
子
ひ
と
り
居
な
い
真

夏
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

子
の
家
に
三
日
過
ご
し
し
そ
の
留
守
に
月
下
美
人
の
花
も

終
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

お
互
い
に
居
な
け
り
ゃ
困
る
齢
と
な
る
さ
れ
ど
阿
吽
の
息

に
は
な
れ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

俳
句

萩
こ
ぼ
れ
里
の
灯
見
ゆ
る
山
路
か
な　
　
　

笹
元　

政
美

丘
に
来
て
花
火
の
遠
き
城
下
町　
　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

心
と
は
大
切
な
事
よ
生
る
道
忘
れ
て
な
ら
ぬ
値
打
あ
る
も

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

さ
わ
さ
わ
と
蓮
の
葉
ゆ
ら
す
池
の
亀
ま
だ
ま
だ
自
然
残
り

て
豊
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ま
と
め
て
一
度
に
！

作
り
お
き
節
約
レ
シ
ピ

岩
﨑  

啓
子  

著

　

安
売
り
の
食
材
を
ま
と
め
買
い
し
調
理
す
る

こ
と
で
、
家
計
は
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
ま
す
。

　

作
り
お
き
で
も
お
い
し
い
レ
シ
ピ
が
満
載
で

す
。

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

い
わ
い  

と
し
お  

著

　

縦
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
下
か
ら
上
へ
と
読

ん
で
い
く
絵
本
。
本
当
に
階
段
を
上
っ
て
い
る

よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
入
江
は
深
く
潮
満
ち
て
向
ふ
の
畠
に
友
の
影

顕
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

風
習
に
し
た
が
ひ
提
灯
点
し
を
り
亡
夫
の
迎
へ
火
盂
蘭
盆

の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

　

肉
用
牛
振
興
協
議
会
出
水
支
部
で

は
、
平
成
21
年
度
産
出
水
地
域
稲
わ
ら

基
準
価
格
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

稲
わ
ら
は
、
畜
産
農
家
に
と
っ
て
大

切
な
粗
飼
料
資
源
で
す
。
で
き
る
だ
け

野
焼
き
せ
ず
、
肉
用
牛
農
家
に
販
売
も

し
く
は
譲
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

稲
わ
ら
基
準
価
格
は
次
の
と
お
り
で

す
。

平
成
21
年
度
産
稲
わ
ら
価
格

○
掛
け
干
し
さ
れ
た
稲
わ
ら
価
格

　

作
付
け
面
積
10
㌃
当
た
り

　

９
０
０
０
円

○
コ
ン
バ
イ
ン
で
切
り
落
と
し
た
稲
わ

　

ら
価
格

　

作
付
け
面
積
10
㌃
当
た
り

　

４
５
０
０
円

【
規
格
お
よ
び
条
件
】

①
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
長
期
保
存
に
耐

　

え
ら
れ
る
も
の

②
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集
積
し

　

て
あ
る
こ
と

③
雨
天
の
場
合
、
稲
作
農
家
に
お
い
て

　

は
稲
わ
ら
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ

　

ー
ル
シ
ー
ト
等
を
か
け
る
こ
と

稲
わ
ら
と
堆
肥
を
交
換
す
る
場
合
の
堆

肥
の
量

○
10
㌃
当
た
り

　

２
㌧
車
１
台
分

　

堆
肥
は
十
分
に
発
酵
さ
せ
た
完
熟

　
（
良
質
）
堆
肥
と
す
る
。

○
良
質
堆
肥
の
使
用
目
安

　

水
稲　

10
㌃
当
た
り
１
㌧

※
２
㌧
車
１
台
分
に
相
当
す
る
。

※
上
記
条
件
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、

　

両
者
で
協
議
の
う
え
決
定
す
る
。

稲わらは大切な資源です
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INFORMATION

一
人
で
悩
ま
ず
電
話
を

　

全
国
で
毎
年
約
3
万
人
、
鹿
児

島
県
で
も
約
５
０
０
の
尊
い
命
が

自
殺
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
殺
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
に
お

こ
り
、
身
近
に
存
在
す
る
問
題
で

す
。
自
殺
の
背
景
に
は
、
経
済
や

健
康
問
題
の
ほ
か
、
人
生
観
や
職

場
の
あ
り
方
な
ど
の
社
会
的
要
因

が
あ
る
た
め
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
自
分
や
身
近
な
人
が
悩

み
ご
と
を
抱
え
て
、
憂ゆ
う
う
つ鬱
な
気
分

が
続
い
た
り
、
体
の
不
調
が
続
く

と
き
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
か
、
保
健
所
な
ど
の
相
談

機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
や
う
つ
は
、
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
引
き

こ
も
り
、
う
つ
状
態
、
不
眠
や
不

安
が
続
く
な
ど
の
悩
み
の
あ
る
か

た
は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま

ず
は
電
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
の
ち
の
電
話
「
０
９
９
（
２
５

０
）
７
０
０
０
」（
３
６
５
日
24

時
間
無
休
）

　

出
水
保
健
所
や
役
場
保
健
衛
生

課
保
健
係
で
も
「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
に
つ
い
て
、
随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所

　

℡
（
63
）
３
１
１
１

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
運
用

方
針
の
見
直
し
を
受
け
、
鹿
児

島
県
で
は
、
次
の
と
お
り
対
応

し
ま
す
。

○
相
談
体
制

①
医
療
機
関
を
受
診
す
る
発
熱

　

患
者
は
、
ま
ず
、
か
か
り
つ

　

け
医
に
電
話
で
相
談
す
る
。

②
か
か
り
つ
け
医
を
持
た
な
い

　

発
熱
患
者
や
、
受
診
す
る
医

　

療
機
関
が
分
か
ら
な
い
発
熱

　

患
者
は
、
保
健
所
の
「
発
熱

　

相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
す

　

る
。

③
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
発

　

熱
者
に
適
し
た
医
療
機
関
を

　

紹
介
す
る
。

　
　

た
だ
し
、
感
染
に
よ
り
重

　

症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
基

　

礎
疾
患
を
有
す
る
者
等
を
守

　

る
た
め
、
透
析
、
が
ん
、
産

　

科
等
の
専
門
医
療
機
関
の
紹

　

介
は
控
え
る
も
の
と
す
る
。

　

※
紹
介
を
控
え
る
医
療
機
関

　
　

の
情
報
は
保
健
所
が
お
こ

　
　

た
え
し
ま
す
。

○
医
療
体
制

　
　

現
在
設
置
し
て
い
る
発
熱

　

外
来
機
能
は
休
止
し
、
原
則

　

と
し
て
す
べ
て
の
医
療
機
関

　

に
お
い
て
診
療
を
行
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所

　

℡
（
63
）
３
１
１
１

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

鹿
児
島
県
身
障
者
用
駐
車
場

利
用
証
制
度

 　

鹿
児
島
県
で
は
、
障
害
の
あ

る
か
た
や
高
齢
の
か
た
、
妊
産

婦
な
ど
歩
行 

が
困
難
な
か
た
が

身
障
者
用
駐
車
場
を
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
県
内
共
通

の
利
用
証
を
発
行
す
る
「
鹿
児

島
県
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証

制
度
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
制
度
）」
を
平
成
21
年
11
月

か
ら
始
め
ま
す
。

　

利
用
証
は
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
か

ご
し
ま
お
よ
び
地
域
振
興
局
・

支
庁
等
に
お
い
て
、
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
証

を
お
持
ち
で
な
い
か
た
が
た
に

つ
い
て
は
、
当
制
度
の
趣
旨
を

理
解
の
う
え
、
身
障
者
用
駐
車

場
に
駐
車
し
な
い
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
対
象
者
・
申
請

方
法
・
申
請
窓
口
等
に
つ
い
て

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
県
庁
障
害
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
障
害
福
祉
課

　

℡
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
６

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

更
新
・
失
効
講
習

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
更

新
・
失
効
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

・
期
日
＝
10
月
10
日
（
土
）

・
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

・
講
習
時
間
＝
午
後
２
時
～

・
場
所
＝
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン

　

タ
ー
３
階
大
会
議
室

・
対
象
＝
《
更
新
》
有
効
期
限
が

　

平
成
21
年
10
月
13
日
～
平
成

　

22
年
10
月
13
日
の
免
許
証

　
《
失
効
》
有
効
期
限
が
平
成
21

　

年
10
月
12
日
以
前
の
免
許
証

・
当
日
持
参
＝
免
許
証　

認
印　

　

料
金

・
料
金
＝
《
更
新
》
９
０
０
０
円

　
《
失
効
》
１
万
５
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
入
枝
海
事
事
務
所

　

℡
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

か
ご
し
ま
住
ま
い
と
建
築
展

　

鹿
児
島
県
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い

と
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

「
か
ご
し
ま
住
ま
い
と
建
築
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
23
日
～
25
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
住
宅
政
策
室

　

℡
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
３
８

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

九
州
７
県
（
沖
縄
県
を
除
く
）
共

同
で
「
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

買
い
物
の
際
に
、
レ
ジ
袋
を
自

粛
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る

行
動
が
、
ご
み
の
減
量
化
や
二
酸

化
炭
素
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
身
近
な
買
い
物
を

通
し
て
、
地
球
の
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
レ
ジ
袋
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
１
枚
あ
た

　

り
、
約
60
㌘
の
二
酸
化
炭
素
の

　

排
出
量
を
削
減
で
き
る
と
言
わ

　

れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

　

策
課

　

℡
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
９
４

注
射
針
・
残
薬
の
回
収

　

出
水
郡
薬
剤
師
会
で
は
、
一
般

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
使
用
済
み

注
射
針
、
飲
み
残
し
の
薬
な
ど
を

無
料
で
回
収
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
廃
棄
に
困
っ
て
い
る

か
た
は
、「
処
方
せ
ん
受
付
保
険

薬
局
」
と
書
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー

の
張
っ
て
あ
る
薬
局
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
回
収
対
象
物

・
注
射
等
で
使
用
し
た
針
、
シ
リ

　

ン
ジ
ま
た
は
付
随
す
る
器
具
類

・
医
療
行
為
で
発
生
し
た
機
具
、

　

材
料
（
厚
さ
６
㍉
以
下
）

・
残
っ
て
し
ま
っ
た
医
薬
品
（
風

　

邪
薬
、
軟
膏
等
）

○
回
収
で
き
な
い
も
の

・
ス
プ
レ
ー
缶
、
試
薬
類
、
水
銀

　

等
の
重
金
属
類
、
揮
発
性
の
あ

　

る
廃
油

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
な
が
し
ま
８
月
号
に
次
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
表
紙

　
（
誤
）
９
月
号

　
（
正
）
８
月
号

○
８
ペ
ー
ジ
「
女
性
の
声
を
聴
く

　

１
０
１
の
会
」
指
江
会
場

　
（
誤
）　

小
浜
公
民
館
で
は
、
婦

　

人
会
で
葬
式
、
初
盆
な
ど
の
金

　

額
の
取
り
決
め
を
実
践
し
て
い

　

る
。

　
（
正
）　

小
浜
公
民
館
で
は
総
会

　

等
で
話
し
合
い
、
初
盆
の
簡
素

　

化
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
し
て

　

い
る
。

○
20
ペ
ー
ジ
「
国
道
に
ど
根
性
ヒ

マ
ワ
リ
発
芽
」

　
（
誤
）
向
江
早
登
君

　
（
正
）
向
江　

颯
君

　

訂
正
し
て
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

オータムジャンボ宝くじ
　今年も「オータムジャンボ宝くじ」が

全国の宝くじ売り場で発売されます。

　この宝くじの収益金は、市町村の明る

い街づくりや環境対策、高齢化対策など

地域住民の福祉向上のために使われま

す。

・発売期間＝９月 28 日（月）

　～ 10 月 16 日（金）

　売り切れしだい販売終了

・抽選日＝ 10 月 23 日（金）

　○当選金

　　１等　１億５０００万円

　　前後賞　各２５００万円

　　２等　１０００万円

　　３等　１００万円
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

中吹奏楽部が金賞受賞
第 43 回県中学校音楽コンクール

ズム感あるゆかいなコンサートリ 子ども芸術劇場

た。同部は１年生９人、３年生 12 人の全部員でＪ．Ａ．
コーディル作曲の「吹奏楽のための民話」を演奏。入
部したばかりの１年生がいるなかで、見事なサウンド
を披露しました。
　同部部長の町田真奈美さん（３年）は「これまで銅
賞だったのでびっくりした。２年生がいないので、文
化祭までに１年生にしっかり教えたい。来年も金賞を
とってほしい」と話していました。

  子ども芸術劇場『ゆかいなコンサート』が 8 月 17
日に獅子島アイランドセンターで、18 日に長島町文
化ホールと長島町保健福祉センターでありました。
　このコンサートは、３会場に約 250 人の親子連れ
が詰めかけ、リズム感のある、ゆかいなコンサートを
楽しみました。素晴らしい歌声の「まりお姉さん」と
ピエロの ｢ ハッチ ｣ が楽しい手品を披露するとステー
ジと観客が一体となっていました。

↓金賞を受賞した長島中学校吹奏楽部のメンバー

長

全運転のために一役
ロードミラー清掃

力することの大切さ学ぶ協 ふるさと学び舎ｉｎ獅子島

安
↑はじめての子どもが
多かったカヌー体験

←参加した子どもたち
だけで、カレーづくり
に挑戦

　阿久根地区安全運転管理協議会青年部会（棚崎博也
部長）は８月１日、町内のロードミラー清掃を実施し
ました。
　同部会は、本町と阿久根市で一年ごとに交互に同活
動を展開しています。今年は同日の午前中、唐隈をス
タートして指江、蔵之元、浦底、三船へと進み、参加
した会員 12 人で約 150 基のミラーを磨き上げました。

８月 26 日、27 日の２日間、獅子島のも
くもく館を中心に、町内の小・中学生 15 人
が参加して「ふるさと学び舎ｉｎ獅子島」が
ありました。
　初日はカヌー、２日目は海での水泳や化石
採取などを体験しました。子どもたちは、は
じめは緊張した面持ちでしたが、次第に会話
が弾むようになり、一致団結してスケジュー
ルをこなしました。

料理は、初日の夕食から２日目の昼食ま
で、すべて子どもたちでつくりました。タマ
ネギをむきながら泣いてしまったり、目玉焼
きの黄身をつぶしてしまったりと、失敗する
場面もありましたが、なんとか食事にありつ
き、おいしそうにほお張りました。

さまざまな体験をした子どもたちは「夏
休みの最後の良い思い出になりました。来年
も参加したいです」と感想を述べていました。
　この催しで、協力することの大切さを学ん
だ子どもたちは、ひとまわり大きくなったよ
うに見えました。

↓一枚一枚ていねいに鏡を磨く会員

↑歌やダンスを楽しむ子どもたち

　第 43 回鹿児島県中学校音楽コンクール「夏の祭典」
が７月 23 日から 25 日までの３日間、鹿児島市の宝
山ホールで開催され、長島中学校吹奏楽部が吹奏楽小
編成の部で金賞を受賞しました。
　この部門には、30 人以下の約 50 団体が出演しまし

族ぐるみで活動続けたい
２７２海が漁港周辺の清掃

　蔵之元の２
ふ な つ か い

７２海（増田哲也代表＝大人
20 人・子ども 10 人）は８月 30 日、蔵之元
漁港周辺の清掃をしました。この日は、大人
と中学生から保育園児までが一緒になって空
き缶やたばこの吸殻などを袋いっぱいに拾い
集め、漁港周辺がきれいになりました。
　２７２海は昨年 12 月、船津平のクリスマ
スの飾りつけをしていて、「家族ぐるみで何
かをしたい」と発足。これまで、花火やバー
ベキュー、ごみ拾いなどの活動を２から３カ
月ごとに実施してきました。
　代表の増田さんは「『今度はいつするの』
と子どもたちによく催促されます。これから
は遠足などにも行きたいです」と意気込んで
いました。

家

↓道路沿いのごみを拾う子どもたち
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

町選手が大活躍本 出水地区ちびっこ少年相撲大会

どもが主役の一夜
夏祭りちびっ子広場

崎が激戦制し初優勝赤 公民館対抗バレーボール大会

　第４回出水地区ちびっこ少年相撲大会が８月１日、
高尾野町上水流相撲場であり、地区内の小学生 114
人が出場して団体・個人戦で争いました。
　大会の主な結果は次のとおりです。
団体４- ６年【２位】本浦Ａ
個人１年【優勝】小島大尚（田尻）

【２位】川上享瑛（平尾）【３位】植元武蔵（本浦）
３年【２位】竪道竜生（川床）
４年【優勝】小島孝太（田尻）【３位】大野友輔（本浦）
５年【２位】水口貴博（鷹巣）

　地元商工業のさらなる活性化を図ろう
と長島町商工会は８月 22 日、夏祭りち
びっ子広場を長島町総合町民体育館駐車
場で開催しました。
　会場には、かき氷や金魚すくい、射的
などの出店が軒を連ね、特設のステージ
では、踊りや歌謡ショー、お楽しみ抽選
会など多彩な催しで広場に華を添えまし
た。
　なかでもにぎわいを見せていたのがバ
ルーンアート。さまざまな色や形をした
風船がもらえるとあって、風船職人がス
テージから観客席へ降りると、主役のち
びっ子たちが一斉に回りを囲み、好みの
風船をおねだりしていました。

　第４回自治公民館対抗バレーボール大会が８月 17
日から 21 日までの５日間、長島町総合町民体育館で
開催され、22 の自治公民館で優勝が競われました。
　最終日まで勝ち残った４強は実力が伯仲し、すべて
３セットまで持ち込まれる見ごたえのある試合となり
ました。
　大会の結果は次のとおりです。

【優勝】赤崎　【2 位】山中　【３位】矢堂　藤之元

↑ちびっ子たちに大人気のバルーンアート

↓互角に押し合うちびっこ力士

↑好プレー珍プレーありの試合が繰り広げられた大会

子

星は地球の 11 倍
星空観察会

域振興施設として期待地 長島物産館起工式

年連続で海峡渡れず２ カヌー長島海峡横断大会

木

↑蔵之元港内でカヌーを漕ぐ参加者

　城小っ子育成支援隊 ( 川上勇隊長 ) は８月 21 日、
城川内小学校の校庭で星空観察会を開きました。
　同日は天候に恵まれ、校区内の子どもから高齢者ま
で約 100 人が参加して、長島の夜空を楽しみました。
天体望遠鏡を覗き込む参加者に「大きく輝いているの
は地球の 11 倍もある木星です」などと講師の出水市
青年の家の職員が声をかけると、参加者は感激した表
情を見せていました。

　８月 10 日、火ノ浦に建設される長島物産館の起工
式が行われました。地域特産品の展示販売や観光案内
所の機能を持たせ来年春の開業予定です。
　物産館は本町の玄関、黒之瀬戸大橋に隣接し、地域
の産物を消費者に提供できる「地域振興施設」として
期待されています。

　８月 13 日、第 24 回カヌー長島海峡横断
大会が蔵之元港であり、町内の小・中学校の
児童・生徒と指導者ら 44 人が参加しました。
　当日は風が強く、中止基準に該当してしま
い、海峡を横断することはできませんでした。
しかし、夏場に 10 回重ねたカヌー教室の成
果を発表するため、隊列を組んで蔵之元港内
を往復。200 ｍのタイムレースも実施しまし
た。レースの結果は、昨年の南九州ブロック
大会の優勝タイムを上回るものでした。
　最後に、Ｂ＆Ｇ財団の人材派遣事業によ
り、アトランタオリンピックのカヌー競技に
出場した持田雅誠さんのカヌー教室も開きま
した。基本的な姿勢や漕ぎ方、風向や波の向
きに応じた漕ぎ方など、持田さんがお手本と
なって指導され、子どもたちには貴重な体験
となりました。
　蔵之元小５年の原真由夏さんは「波が強
かったけど、追い風で早く進めて楽しかった。
海峡を横断したかった」と話していました。

↓天体望遠鏡で夏の星を観察する参加者

↑安全な施工を願う起工式
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

人　口　  11,729(    -8)
男　性　　5,629(    -7)
女　性　　6,100(    -1)
世　帯　　4,392(   +5)

平成 21 年８月 31 日現在

湯ノ口自治公民館

館長  松原 義光さん (58)

◇
架
橋
へ
の
思
い
は
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子
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住
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人
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り
が
獅
子
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橋
の
実
現
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願
っ
て
い
る
と
思
い
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す
。

で
き
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ば
早
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く
っ
て
ほ
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で
す
。

　

し
か
し
、
今
は
国
の
政
治

が
ご
た
ご
た
し
て
い
る
の

で
、
予
算
を
獲
得
す
る
の
が

難
し
い
で
し
ょ
う
。
い
く
ら

町
民
が
騒
い
で
も
、
国
や
県

な
ど
が
動
い
て
く
れ
な
い
と

は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
偉
い
か

た
が
た
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

獅
子
島
架
橋
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
で
す
。

わがまちの景観づくり

景
観
団
体  

新
た
に
３
団
体
認
定

　９月４日、第 1 回目となる
秋の種まき会を実施し、町内か
ら 16 団体が参加しました。
　この会では、簡単な種まきの
提案として、葉牡丹の種をポリ
ポットに直に蒔く方法を採用し
ました。参加者は小さな種の取
り扱いに苦戦しながら、真剣な
表情で２粒ずつていねいに蒔き
ました。その後、各自持ち帰っ
て育てています。３日後には早
速「芽が出ました」という報告
がありました。
　11 月には、愛情いっぱいに
大きく育った葉牡丹を見ること
ができることでしょう。

　

長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
団
体
に
９
月
４

日
、
新
た
に
３
団
体
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

協
定
団
体
は
、
主
に
国
・
県
道
沿
い
に

花
壇
な
ど
を
造
成
・
管
理
し
、
花
に
よ
る

町
の
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
41
号　

そ
う
し
ん
・
長
島
信
ち
ゃ
ん
会

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

小
川　

千
昭

第
42
号　

㈲
浜
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

濵
田　

隆
男

第
43
号　

上
揚
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

上　
　

浩
展

秋の種まき会を実施

◆編集後記
　広報ながしま８月号に誤り
があり、大変ご迷惑をおかけ
しました。毎月、最終原稿を
印刷業者に手渡した瞬間は
ホッとします。しかし、広報
紙を発行したあとは、誤りが
なかったかとドキドキにかわ
ります。今回の誤りに気づい
たときは、これまでで一番落
ち込んでしまいました。バタ
バタと慌てて発行してはいけ
ないと反省しました。（濱口）

獅子島架橋を忘れないで

▽

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま10月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  ９/２７ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

  ９/２８   ９/２９   ９/３０ １
◎特定健診・胃がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

■キッズクリニック 63-7707

○飯尾医院 88-5040
○水野歯科医院 82-0064

□いずみ調剤薬局 68-5822

□フタヤ薬局 67-5253

□会営薬局阿久根店 72-5060

■キッズクリニック 63-7707

◎三種混合
◎特定健診・胃がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●北国医院 72-0016

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■こどもクリニック永松 64-1500

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川歯科医院 63-0009

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800

□本町薬局 73-3233

□長島調剤薬局 64-5555

■こどもクリニック永松 64-1500

　　　　　体育の日

○長島クリニック88-6405
○宮薗歯科医院 73-3222

□かしま薬局 63-3970

□本町薬局 73-3222

□しおかぜ薬局 88-6011

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

●林胃腸科外科医院 73-3639

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

☆めぐり愛ウェディング長島

■出水総合医療センター 67-1611

☆めぐり愛ウェディング長島

○平尾診療所 88-2595
○徳森歯科医院 67-3608

□エンジェル薬局 65-7637

□さくら薬局 63-7700

□さかえまち薬局 72-0978

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

☆ながしま造形美術展

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○おてき歯科医院 63-0393

□しもずる薬局 64-2211

□かりん薬局 64-1400

□会営薬局阿久根店 72-5060

■出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331 ■二宮医院 62-0167

● 10月 12日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」ことを趣旨としています。1964 年東京オリンピックの開会式のあった 10 月 10 日を、1966 年（昭
和 41 年）から国民の祝日としました。2000 年（平成 12 年）からは「ハッピーマンデー制度」の適用により、10 月の第 2月曜日となっています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331


